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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況（改善期間入り）について 
  

当社は、2024年４月 26日に、東京証券取引所プライム市場における上場維持基準の適合に向けた計

画書を提出し、その内容を開示しております。2026年１月 31日時点における計画の進捗状況につい

て、以下の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1．当社の上場維持基準の適合状況、計画期間及び改善期間 

当社の 2026年１月 31日時点における東京証券取引所プライム市場の上場維持基準への適合状況は以

下のとおりとなっており、「流通株式時価総額」については基準を満たしておりません。当社は、上場

維持基準を満たすため、2027年１月末までに各種取組を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状

況等をもとに算出を行ったものです。 

 

2．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

東京証券取引所プライム市場の上場維持基準の充足に向けた当社の取組内容については、添付の「上

場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況」に記載のとおりです。 

 

3．その他 

流通株式時価総額基準について、2027年１月末までの改善期間内に適合していることが確認できなか

った場合には、東京証券取引所より監理銘柄（確認中）に指定されます。その後、当社が提出する 2027

年１月末時点の分布状況表に基づく東京証券取引所の審査の結果、適合している状況が確認されなかっ

た場合には、整理銘柄に指定され、当社株式は 2027年８月１日に上場廃止となる状況でございます。 

当社は、プライム市場の上場基準への適合に向けて本計画を推進してまいりますが、適合期限である

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

当社の状況 

（基準日時点） 
15,519 人 206,314 単位 90.4億円 48.3％ 

上場維持基準 800人 20,000 単位 100.0億円 35.0％ 

2026年１月末時点 

適合状況 
適合 適合 不適合 適合 

計画期間 

（改善期間） 
  2027年 1月 31日  



2027年１月 31 日までの改善の状況を見極め、株主の皆さまのご懸念を最小限に抑えるため、市場区分

の変更といった選択肢も検討してまいります。 なお、ご説明すべき事実が生じた場合には、速やかに

開示・発表いたします。 

 

以上 
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1.プライム市場上場維持基準 適合状況
2.上場維持基準の適合に向けた計画期間及び当初の
基本方針の実施状況

3.上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
（流通株式時価総額向上施策）
◆新経営方針による継続的企業価値向上の推進
最重要KPI（調整後EPS）の設定と継続的成長施策
① 業績拡大
② IR・広報活動の強化
③ 株主還元の継続・強化



1. プライム市場上場維持基準適合状況

プライム市場上場維持基準 当社の状況

株主数 800人 15,519人

流通株式数 20,000単位 206,314単位

流通株式時価総額 100億円 90.4億円

流通株式比率 35％ 48.3％
※当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出しています
※流通株式時価総額については、2026年１月末時点の流通株式数に、2025年11月～2026年１月における当社普通株式の
最終価格の平均値438.64円を乗算し算出しています

当社の期末基準日（2026年１月31日）における
東京証券取引所プライム市場の上場維持基準への適合状況は、
「流通株式時価総額」についてのみ不適合



2. 上場維持基準の適合に向けた計画期間及び基本方針の実施状況
• プライム市場上場維持に向けた現状と目標

2027年1月期末までに流通株式時価総額を160～200億円へ引き上げ、

確実な基準適合と企業価値の飛躍を実現する

• 流通株式時価総額の構成要素となる時価総額の向上に向け、
以下の3要素について施策を実行
① 業績拡大
② IR・広報活動の強化
③ 株主還元の継続・強化
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3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
• 新経営方針の策定



3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
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3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況



3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
① 新経営方針に基づく業績拡大
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3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
① 新経営方針に基づく業績拡大



◆情報開示の充実

東京証券取引所 適時開示情報伝達システム（TDnet）を積極活用した
発信機会の増加、IR資料の英文化を充実

◆機関投資家・アナリスト向け対応

個別面談や少人数を対象としたスモールミーティングを通じた対話機会を
積極的に実施し、より中長期的な方針と事業戦略への理解深化に努める

【IR活動】

【広報活動】

◆当社事業の情報発信の増加

当社の事業活動について、社会的意義や消費者の課題解決に繋がる活動であ
ることの認知・理解を訴求していく

◆メディアへの掲載・露出の増加

プレスリリース・ニュースリリース発信数の増加を起点に、各メディアへの
取材協力と露出を強化していく

② IR・広報活動の強化

3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況



【配当金】

3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
③ 株主還元の継続・強化



【株主優待】

3. 上場維持基準適合に向けた取り組みの状況
③ 株主還元の継続・強化



本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により変化することがあり、これらの目標や予想の達成、
および将来の業績を保証するものではありません。また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。したがって、本情報および資料の利用は、
他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行ってください。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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